
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

従前から土地改良区に助成しており、柘植川沿岸、愛田地区等のほ場整備事業を推進している。市町村合併により土地改良区においても、今後、
土地改良間の組織のあり方の見直しが必要である。

実績値 目標値

93.7

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財

6,440

5,000補助金

その他

5,000 5,000

6,440 6,440

6,440

担当部課名 土地改良事業費管理経費伊賀支所産業建設課

1,440 1,440

0.2 0.2 0.2

根拠法令・要綱等平成

ソフト事業

・伊賀町土地改良区

事業名

基本施策

731

伊賀市　事務事業評価シート

・基盤整備事業全体ががスムーズに進行することにより、受益者の基盤整
備事業に対する負担が軽減される。

成果（どうなるのか）

土地改良事業管理事業

・県営ほ場整備施行０．７ha。
・換地業務。
・嘱託登記業務。
・県営・団体営・県単事業の借入手続き。
・農業施設の維持管理。
・新農業水利システム保全対策事業への取組み等。

伊賀市補助金等交付規則終了年度開始年度 平成 年度

事業の目的の成果を測る指標

5,000

1,440

6,440

5,000

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

4

3

4

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

H17
単位

6,440

活動指標

換地業務 ha 135,000

県営ほ場整備 ha

13

農業施設維持管理 ha 950 950 950

13

180新農業水利システム現地踏査 ha 180 180

土地改良事業実施率 ％
89.5

目標

基盤整備を行なうことにより、農業経営の合理化等農業振興に寄
与するため指標とする。

93.7

A

総合評価

ほ場整備事業の推進、及び新農業水利システム事業を円滑に推進するため、引きつ続き実施する考えで
す。

目標

H18（目標）指標設定の考え方

42 持続的で個性的な農林業を実践する

コード 名               称 名            称コード

０１

０１
０６

一般会計
農林業費
農業費
土地改良事業費

会計
款

単位

０５
項
目

H19（目標）H17

４５－９１１９連絡先
１０１
０１

細目

正規職員     （人）

土地改良事業管理経費高島　幸生 細々目

H18 H19

0.8


